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能登半島地震における復興支援 ～地域に寄り添う～
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「がんばろう 北陸地方！」 全行を挙げて震災の復旧・復興支援を展開

ESG関連投資信託を通じ、富山県へ寄付を実施

被災地支援ボランティア「炊き出し準備調理作業」に参加

日本赤十字社を通じて寄付を実施

能登半島地震により被害を受けられた被災者の皆さまへの支援と、
被災地の復旧・復興にお役立ていただくため、当行は日本赤十字社
を通じて総額4,000万円（富山県・石川県に各2,000万円）の寄付を
行いました。
被災された皆さまの安全と被災地の一日も早い復旧・復興を心よ

りお祈り申し上げます。

一般社団法人ボディセンス・
インスティテュートが主催する
「能登半島地震被災地への炊き
出し準備調理作業」に有志行員
が参加しました。

投資信託委託会社が当行の販売残高に応じて富山県へ寄付を行う
投資信託商品「グローバルESGバランスファンド（愛称：ブルー
アース）」の取扱いを通じて、野村アセットマネジメント株式会社
より、富山県へ寄付を行いました。

データ復旧サービスの無償支援

データ復旧専門会社であるデ
ジタルデータソリューション株
式会社と共催で、無償による
データ復旧サービス支援を実施
しました。
当日は、被災された企業６社

の計13台のパソコンやHDDが持
ち込まれ、エンジニアがデータ
の復旧作業に対応しました。



能登半島地震における復興支援 ～地域商社機能を活用～

14

3
被災地の復旧・復興支援に対し、地域商社機能によるソリューションを提供

企業版ふるさと納税「BANKER’S Choice」を活用

当行は地方創生を目的として、企業版ふるさと納税のマッチング事
業を行っております。
また、本制度を活用し、震災被災地に対する「令和６年１月能登半

島地震復旧・復興支援」を目的とした寄付をご提案しております。

災害支援物資の情報仲介を実施

被災者支援を希望された株式会社JPホールディングス（本社：愛
知県）と被災地の地元企業として復興支援を行う三谷産業株式会社
（本社：石川県）を取り次ぎ、子ども用衣料品や子ども靴などの災
害支援物資の情報仲介を実施しました。

寄贈式の模様

再 就 職 支 援

公 的 助 成 サ ポ ー ト

企 業 版 ふ る さ と 納 税

デ ー タ 復 旧 支 援

融 資 な ど 金 融 機 能 に よ る 支 援

復 旧 ・ 復 興 ・ 面 的 再 生 へ の 貢 献



地域企業との連携によるＳＤＧｓ推進

地域企業と相互に緊密な連携と協力を図り、当行が持つ「知見」「情報」「ネットワーク」「資金」などの経営資源を活用し、

地域が抱える課題やニーズに対応することで、持続可能なまちづくりと新たなイノベーション創出を支援
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・SDGsに資する取組みの表彰・褒章事業は、金融機関では全国で初めての取組み

・当行本店が所在する高岡市がSDGsに関連した様々な催しを行っている

「たかおか SDGs DAYs」と連携することで、より効果的なプロモーションを推進

「TOYAMA SDGs AWARD 2023」を開催

グランプリ 有限会社八尾興業

－事業の概要－

「サステイナブルな防草緑化技術で地域課題を解決」

準グランプリ 株式会社北陸園芸

－事業の概要－

「地域の資源や里山を活かした森林共生型アスレチック施設」

準グランプリ 特定非営利活動法人綴る

－事業の概要－

「空き家をコワーキングスペースなどの共同利用できる空間として活用」
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地域企業との連携によるＳＤＧｓ推進

当行商品やサービスの取扱いを通じて、地域が抱える課題解決を行うことで、持続可能な地域社会創造に貢献

SDGsに対する取組みサポート

「SDGs宣言書」の策定支援を通して、地域企業のSDGsに対する取組みをサポート
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「富山銀行ＳＤＧｓ私募債」の取扱い

私募債発行企業さまから受取る手数料の一部を、

地元教育機関等へ寄贈することにより、地域のＳＤＧｓ推進を支援

SDGs私募債受託件数

・2022年度 15件 寄付額 1.8百万円

・2023年度 15件 寄付額 1.2百万円

「富山銀行ＳＤＧｓ私募債」寄贈式の模様
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「情報銀行」としての取組み

タイムリーで質の高い情報を発信し、お客さまの持続可能な発展を支援

「開業医のためのウェルスマネジメントセミナー」

富山県保険医協会の方々を対象に、生前贈与や医業承継、

インフレ下における資産運用の必要性などを解説しました。

「事業承継とファミリービジネスを考察するセミナー」

事業承継の成功事例や失敗事例、事業承継対策

の重要性などについて解説しました。
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『富山の「食」のブランディングに向けて』を発行～政府系金融機関との連携により、地元富山の食の魅力を発信～

地域経済活性化への貢献
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株式会社日本政策投資銀行と共同で、富山の「食」に関する調査・分析を行い、『富山の「食」のブランディングに向けて～料理人
や生産者を通じて見出される地域の魅力』と題したレポートを発行しました。
レポートのまとめには、「食」のブランディングに向けて重要と考えられる、「食材・生産者」、「シェア・料理人」、「地域特性

の各要素」について、富山県の優位性や課題を確認し、「食」を通じた関係人口拡大に向けたブランディングの方策や今後必要となる
取組みについて考察しました。



次世代を担う人財育成への取組み

SDGs目標「質の高い教育をみんなに」をテーマとして、次世代を担う人財への金融経済教育や夢を育むイベントを実施

夏休み「銀行探検隊」の開催
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「社会に学ぶ14歳の挑戦」の受け入れ

3
「包括的連携協力に関する覚書」に基づく

地元の大学に対する寄附講義の開講

富山大学講義「アカデミック・デザイン」夢作文 学校賞副賞

「富山グラウジーズバスケットボール教室」



個性を発揮できる職場環境への取組み
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全役職員一人ひとりが個性を発揮できる職場環境をつくり、「人財価値の向上」を目指す

3

地域のプロスポーツチームやスポーツ関連企業との連携を企図し、地域に

おけるアスリートの発掘や本人のデュアルキャリア（競技と仕事の両立）

の充実をサポート

「アスリート採用」の継続

ダイバーシティ＆インクルージョンの更なる推進強化

女性支店長の積極登用などダイバーシティ推進

＜総合職の女性人数＞： 2025年3月末には、 2022年3月末対比で50%増加を目指す

育児休業取得率100％を目標とした「女性活躍推進法に基づく第Ⅲ期行動計画」を策定

プロフェッショナル人材の採用

課題解決に向けプロフェッショナル人材の中途採用を積極的に実施

<全行員に占める割合>

2022年３月末：９％ ⇒ （目標）2030年：18％



自然環境保全への取組み

地域社会の一員として、全役職員を挙げて社会貢献につながる行事への参加やボランティア清掃活動を実施
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「アイシティecoプロジェクト」 自然環境保全活動 全店一斉ボランティア清掃活動

使い捨てコンタクトレンズの空ケースリサイクル

運動「アイシティecoプロジェクト」への参加

「富山県自然博物園ねいの里」にて、新入行員を

中心とした自然環境保全ボランティアを実施

7月～8月の期間を「ボランティア月間」とし、

各店ごとにボランティア清掃を実施

「TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）」

提言への賛同を表明

TCFD（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）
金融市場安定化の観点から、2015年に金融安定理事会（FSB）の下に設置された企業の気候変動リスク・機会の情報開示を推奨する作業部会。

各企業が気候関連のリスクと機会を評価し、経営戦略・リスク管理へ反映するとともに、財務上の影響を把握・開示することを推奨している。



本店ビルのライトアップにより、地元高岡市の賑わい演出とSDGsを発信

女性に対する暴力をなくす運動に合わせ、
パープルにライトアップ

オレンジライトアップにより、
「世界アルツハイマーデー」に賛意を表明

地域社会への貢献

「たかおか SDGs DAYs」に合わせ、
レインボーカラーにライトアップ
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